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相澤：皆様、今ご覧いただきました映像を通して、改め

て村瀬嘉代子先生の温かさ、子どもやその養育に対する

深い愛情や見識を感じられたのではないかと思います。

村瀬先生は生涯にわたり臨床心理学の発展に尽力され、

子どもたちの心のケアにおいて、特に社会的養護の子ど

もたちの養育やケアについて多くの示唆を与えてくださ

いました。この功績に感謝し、ここで改めて哀悼の意を

表したく存じます。つきましては、村瀬先生のご冥福を

お祈りし、皆様とともに黙とうを捧げたいと思います。

ご起立をお願いいたします。それでは村瀬先生への感謝

と哀悼の意を込めて黙とうを捧げます。黙とう。 

---- 黙とう ---- 

黙とう、終わります。ありがとうございました。どうぞ

ご着席ください。 

それでは、村瀬嘉代子先生が力を注がれた社会的養護の

子どもたちの養育について、鼎談形式で考えていきたい

と思います。本日、鼎談をしていただく方は、児童養護

施設報恩母の家 施設長の花田悦子さん。社会福祉法人麦

の子会理事長、日本ファミリーホーム協議会 会長の北川

聡子さんです。進行役は、私、相澤が務めさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。まず初めに、

この録画を見ての感想をお二人から聞かせていただこう

と思います。花田さんからお願いします。 

 

花田：今日、フォーラムにご参加の皆さんの中にも村瀬

先生とご親交があった方、ご縁の深かった方、いらっし

ゃると思います。そのような中、僭越ではございますが、

私の話というよりは、私が今までいただいた村瀬先生の

お言葉を思い起こし、皆さまと共有できれば幸いです。

全国児童養護施設協議会では、養育の本質について施設

養育を通して伝えるために本を出しています。１冊目が

『この子を受けとめて、育むために』、それ以降３冊の

養育本が出されましたが、その３回について編集委員と

してご一緒させていただきました。そういうご縁もあり

まして、今日この場に呼んでいただいたと思っておりま

す。 

このフォーラムが決まった12月の中旬ぐらいに、村瀬先

生から「私、こういう話をしようと思うの」とお電話を

いただきました。村瀬先生のお話には、いつも自分が出

会った子どもたちから学んだこと、そして子どもたちか

ら受け取った様々なことが、ちりばめられています。村

瀬先生とお電話したときも、いつもと変わらず、先ほど

の録画講演のような子どもたちの出会いについて、今日

この場で語りたいとおっしゃっていました。本当に、今

日この時間が持ててよかったなと思っています。 

講演冒頭、子どもの施設を訪問したときに、「馬飛びし

ようよ」って子どもが村瀬先生に話かけて、村瀬先生が

子どもの背の高さで、自分は体験したことないけれども、

子どもの背の高さに合わせて馬になったという話が、も

う村瀬先生の全てを表しています。子どもを支援すると

いうのは、子どもを支えるというのは、まず子どもたち

を知るところから、そして子どもたちの生活に馴染むと

ころから、という、本当に村瀬先生らしいエピソードで

す。よくほかの施設にも行かれていたんですけど、まず

は掃除から入ったとか、まずはトイレ掃除からしたとか、

お聞きしたことがあります。そこで、「むらおばさん」

と子どもたちから声をかけられたりしたそうです。そう

いう、村瀬先生自身がまずは子どもと同じ目線に立って、

そこからスタートされる、そういう方でした。そして、

「生活を抜きにして子どものことは語れない」ともおっ

しゃっていました。24 時間の子どもの生活について、そ

ばにいながら感じたことを大切にされていました。子ど

もの声を拾い、子どもがどう思っているのか、子どもが

どんなふうに生きたいのかということ、子どもたち自身

がどう考えているのかというのを、村瀬先生はいつも感

じながら、子どもたちのいろいろなことを支えていらっ

しゃったのだと思います。 

 

相澤：では北川さん、お願いします。 

 

北川：私は、村瀬先生とお会いしたのが 2 回ぐらいで、

講演の前のわずかな時間に控室でお話したぐらいです。

会場にはたくさん思い出がある方もいらっしゃると思い

ますが、私は村瀬先生との直接の接点が少なかった一人

です。日本の臨床心理の中で非常に崇高な人で、お近づ

きになるには畏れ多いという印象を持っていました。私

自身はたまたまアメリカで臨床心理を学んだので、村瀬

先生がどんなお考えの方なのか触れる機会が少なかった
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こともあり、今回この役を仰せつかって、いろいろな先

生方に村瀬先生のお話を伺い、改めて先生のお人柄やお

言葉に触れる機会をいただきました。本当にありがとう

ございます。 

私と一緒にアメリカの大学院で臨床心理を学んだ人たち

は、みんな開業したりして、その道を深めている人が多

いんですが、私は心理職としてはお金も取らず、子ども

たちに日常的に接しているだけで、専門職としての心理

職としてどこかきちんとやっていないんじゃないか、と

いう思いがいつもありました。そんな中で、今回、村瀬

先生についていろいろな方からお話を聞き、本を読ませ

てもらう事を通して、先生が社会的養護の子どもたちの

悲しみや大変さに心を寄せ、本来背負わなくてもいい苦

しみを背負っている子どもたちの側に立って、ずっと発

信して、子どもたちの側に立った心理職としての役割を

果たしていた事を知り、すごい方だったんだな、と心を

打たれました。開業した心理職だと面談など時間単位で

費用をいただきます。それは専門職としての仕事の価値

であり対価なのですけれども、専門職の務めを果たしつ

つ、子どもの傍らに立ち続けて、社会的養護の子どもの

味方になって一生を捧げられたお姿には、原点を突きつ

けられた気がします。先生の姿勢に触れ、心が癒されま

したし、いろいろな先生たちから村瀬先生のお話を伺っ

たときも心が震えて涙が出ました。 

 

相澤：ありがとうございます。先生は講演の中で、「相

手が『分かる人』だったら子どもたちは話します」とい

うことをおっしゃっていましたけれども、まさにそれを

実践されているなと思います。少年院に行くとほぼ決ま

っていた子どものエピソードの中で、制服を直す、うど

んを買ってきて食べる、ということ。村瀬先生は、はじ

めに理論を尺度として子どもに当てはめるのではなく、

事実の現象を素直に見守る眼差しが大切だということを

体現されています。「気づき、発見する、感動する、セ

ンスを働かせることが理想的である」と、先ほど、花田

先生が紹介した小冊子に書いてあるわけですけれども、

恐らく村瀬先生の言葉ではないかと私は思っています。

その子のことを見て、洋服を直した。それが、この人は

理解してくれる人だな、自分を大切にしてくれる人だな、

と、子どもの琴線に触れたんじゃないかと思います。

「うどんを食べたい」と素直に言ったとき、それにきち

んと応じる。これは、もしかしたら職務上してはいけな

いことかもしれない。でも、この子にとっては一番今こ

れが大切なんだ。それを選択できるのが、村瀬先生の素

晴らしさです。村瀬先生が語っていましたけど、人は自

分の中でより良くありたいという面があると。まさにそ

れが出た場面じゃないかなと思って、この映像を見させ

ていただきました。本当にいろいろなことを学ばせてい

ただきました。 

村瀬先生は、養育について語られ、執筆もされておりま

すけれども、お二人が大切にされているお言葉とかエピ

ソードをご紹介いただいて、その背景なり理由なりを教

えていただけたらありがたいと思います。花田さん、い

かがでしょうか。 

 

 
 

花田：ありがとうございます。村瀬先生は、本を書かれ

るたびに送ってくださいました。いつも思うんですけど、

子どもの語りの中に一貫して、まず大人の私たちのあり

様が問われています。常々、私はそういうふうに思って

読ませていただきましたし、実際に村瀬先生の言葉に触

れさせていただいてきました。例えば、今やっているこ

とが子どもの実情に即しているのか？ 児童養護の現場は

本当に大変で、子どもたちも本当に大変な思いをして頑

張って生きていますが、常にその言葉を思い出します。

それと、常に初心に帰る。初心に帰りながら、これは本

当に即しているのか？ 自分たちがやっているのは正しい

のだろうか？ と問うということ。この養育本の 4 冊目

『多職種連携編』を作ったときに、私は編集委員長をし

ていました。私は委員長という立場上、成果を出さなき

ゃとか、そこに成果物を出すために連携ありきで、見た



 

  

 

117 

 

第７回 FLECフォーラム報告書 

 
鼎 談 

目よくとか、人に伝わりやすくとか、どうしたら社会に

伝えられるのかとか、いろいろな自分の目線が入ってし

まっていたところ、編集委員会の中で、村瀬先生から本

作りの方針についてご指摘を受けたことがありました。

私たち、児童養護施設で長くやってきた者は、子どもた

ちの声を大切にしながら、どうやって支える人たちとつ

ながってきたかとか、その本質を描くべきじゃないか、

ということをおっしゃっていただいて、大きく連携本の

流れを変えたということもありました。 

大人は経験年数が長くなり年齢を重ねると、どうしても

自分のいろいろなものが入って、分かったような気にな

ることが多々あると思いますが、そこを、いつも違うん

だよ、と。初心に帰るという、本当に、いつもそこに気

づかせていただいていたなと思っています。 

 

相澤：ありがとうございます。北川さん、いかがでしょ

うか。 

 

北川：村瀬先生のうどんのお話をお聞きして、私たちの

日々の支援のことが心に浮かびました。私たちの子ども

たちの中にも、朝学校行かないで、打ち合わせしている

ときに職員室にやって来る子もいます。そこに職員用の

おにぎりがあるんです。そして、「おにぎり食べたい」

と言います。学校に行けなくて、いろいろな家庭の事情

もある子にうちの年配の職員が、「いいよ、いいよ。お

金出してあげるよ」って、毎日その子の食べたいおにぎ

りを買ってあげている。今日の先生のお話を聞いて、そ

ういうことが、子どもの「より良くありたい」という心

を支えるのだと思いました。思いを受け取って、子ども

が変わっていくところは、うどんのエピソードの中によ

く現れています。それは、心理職が面接室の中で子ども

と面接するということも大事ですが、もっと基本的なこ

とです。村瀬先生は、プログラムとかマニュアルとか、

私たちの世界にたくさん入ってくるけれども、それを学

ぶことは悪いことじゃないけど、子どもの心にぴったり

合っているのかどうか、逆にそれを学ぶことで子どもが

見えなくなってくるのではないか、と問いかけてくださ

っています。私の中に自戒を込めて、先生のメッセージ

を受け取りたい。すぐプログラムを学びたい、それがい

いんじゃないかな、と走りがちなところは、不安からき

ていると思います。でも、それが子どもの思いとかけ離

れてはいけないよ、ということを教えてくださっていま

す。 

そして、私たちの接している子が、愛情とか保護を受け

られなかった深い悲しみを抱いているということを忘れ

てはならないと思います。傷ついた子どもたちが、自分

は愛情を受けるに値しないんじゃないかという思いを抱

き、自信がない子どもが多いというところは、村瀬先生

が深い示唆をくださっています。障害のある子もそうで

すけれども、生まれたことが素晴らしい存在なのに、そ

ういうふうに受け止められない存在として社会に位置づ

けられたとき、村瀬先生は、そうじゃないんだと教えて

くれます。みんな愛するに値する人間だ、ということを

根底に、子どもと向き合って、時には覚悟を持って歩む

姿を見せてくれます。私も目の前の子ども一人ひとりが

どんな状況であっても、どんな困難を抱えても、行動化

があったとしても、障害があっても、本当に愛するに値

する人間なんだということを、忘れずに進まなくてはと

思います。今回登壇するにあたって、いろいろな先生た

ちから村瀬先生のお話を聞いて、先ほどの講演録画も拝

見し、まるで村瀬先生がここにいて教えてくださってい

るような感覚を覚えます。本当に素晴らしい先生だった

と思いますし、その思いをこの世界で引き継いでいかな

いといけないと思いました。 

 

相澤：ありがとうございます。村瀬先生が書かれた著作

は、本当に多数あるわけですけれども、「生を無条件に

受け止める」ということがあります。自分で選ぶことが

できない生を受け、それを受け止めるためには、人は誰

からか無条件にあなたが生まれてきたことを本当にうれ

しく思う、あなたを大事に思う、理屈抜きにあなたの存

在を大切に受け止めたいと思う、そのような人に出会っ

てはじめて、人は自分の生を受け止め他人の言葉や振る

舞いを受け止めることができるのではないかと思います。

と、著書でも述べられていますけれども、まさに存在そ

のものを尊重するという意味ですね。私はよくビーイン

グという言葉を使いますけど、ビーイングを尊重するの

がとても大事なんだと。これは子どもが何かをするとか
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しないとか、できるとかできないといった子どもの行動

やパフォーマンスに基づく条件付きの尊重ではなくて、

子どもそのもののあり様、ビーイングを尊重することが

必要であるということを、村瀬先生は語ってくださって

いるんじゃないかと思っています。 

だいぶ時間が差し迫ってまいりました。お二人から、村

瀬先生が重視した養育とはどんな養育だったのかについ

て、ご発言いただければと思います。花田さん、いかが

でしょうか。 

 

花田：村瀬先生はいろいろな視点やお考えをお持ちで、

その一端ではありますけれども、季刊「児童養護」の中

で村瀬先生に書いていただいた言葉をご紹介したいと思

います。 

「一見平凡な、しかしつつがない生活の積み重ねを通し

て、子どもは人や世界への安心感を得るようになる。専

門性が高度であることは、アカデミックな議論や技法を

駆使できることと、ややもすれば思われがちな現代にあ

って、基本的で本質的に大切な気づきが必要である。生

活という日常的な言葉から、大過なく、まあ暮らせばよ

いか、と安易に流れるのではなく、何を目指して、どう

いう配慮や工夫をしながら、誰とどのように暮らすのか。

この営みの質を、日々ささやかでも高めることを考えつ

つ営む生活が、社会的養護の専門性であろう。」 

村瀬先生はたくさん素敵な言葉を残されていて、バイブ

ルにしているうちの職員もたくさんいますので、どうぞ

皆さんも、どこかで目にしていただければうれしいです。 

 

相澤：ありがとうございます。では北川さん、いかがで

しょうか。 

 

北川：花田先生が「もう泣きそう、ハンカチが必要だ」

といって、私も職員にハンカチを届けてもらいました。

直接の面識がほとんどない先生なのに、先生の思いに触

れて本当に涙が止まらないという心境です。先生が、今

日講演録画の中でおっしゃった、「社会がよくなるとい

うのは経済的成長だけじゃない、背負わなくてもいい重

荷を背負った子どもたちがいるということをしっかり考

えていくことです」というお言葉。これは、この FLEC

の役割でもあると思います。そういう子どもたちの存在

を無かったことにして良い社会はできていかないと思い

ますし、そのためにここにいる人たちとこれからも手を

つないでいきたいと思いました。 

そして先生は、私たちは学び続けなくちゃいけない、と

おっしゃっていました。学び続けた成果を仕事の中に自

然に活かすということと、知性と感性と社会性のバラン

スを持てるように自分を問うていきたいとおっしゃって

いました。村瀬先生でさえも、こんなふうに学び続けて

自分を問うていきたいとおっしゃっている。私なんか本

当にまだまだで、年齢は重ねていますけれども、これか

らもいろいろな機会を通して学び続け、子どもたちから

も学んで、そして大事なことを実践できるように、謙虚

に歩んでいきたいなということを改めて思いました。あ

りがとうございました。 

 

 

 

相澤：ありがとうございました。本日の鼎談では、村瀬

嘉代子先生の養育論を振り返りながら、社会的養護にお

ける養育についてお二人の先生方にご議論いただきまし

た。最後に、先生が書かれた文章を紹介して終わりにし

たいと思います。この文章は、直接には児童養護施設の

養育について記されていますが、里親、乳児院、児童相

談所など、広く社会的養護の子どもたちの養育に関わる

皆さんにも同じように噛みしめていただきたい内容にな

っておりますので、よろしくお願いします。 

 

児童養護施設の養育とは、一見するとなんとなく衣食住

を整えるだけの日々の営みが行われているように見える

かもしれません。しかし、ここに住む子どもたちは、家

庭で暮らすことで家庭内での虐待や、その他諸々の生き

がたい経験にさらされ、心身ともに傷つき、生きること

への心細さに怯えているはずである。子どもたちの抱え
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ている課題はすぐには解決できなくても、今この子は何

を求めているのか、その思いや内心の声に気づき、少し

でも生きやすいように生活の質を向上できないのか子ど

もの可能性を見出そう。自分に向けられた真摯な眼差し。

質素でも心のこもった食事。一人ひとりの子どもの好み

に応じた、整えられた清潔な衣類。さらには大切に手入

れされ、外から戻って、ほっと安堵する心地の良い住環

境など。さりげなく心配りがなされた生活は、子どもの

心に少なからず、そうだ、こここそが自分が安心して生

きたい場所なんだ、とようやく心安んじて、自分で暮ら

すことができるという気持ちが芽生え、落ち着いた気持

ちになれるのではないだろうか。その上で、新たな気づ

きや活力を復活させるような職員の言葉かけや振る舞い

が、日々の生活の中には自然にある。これに子どもたち

は憧れ、モデルにしたいと思うような、そんな言動に触

れて、子どもが成長の糧にする。これらを自問しながら、

どのような子どもに対しても人として真摯に遇する姿勢

をもって営まれるのが、児童養護施設における養育であ

ろう。その上で生活を通して、治癒と成長を促すことが

児童養護施設における養育の特質である。 

 

先生が残されたメッセージをわれわれは受け継ぎながら、

子どもたちが安心して成長できる養育ができるよう、私

たち一人ひとりが現場で何をすべきかを考え続けていく

ことが大切ではないでしょうか。これで、この鼎談を終

わりにしたいと思います。お二人に盛大な拍手をお願い

します。ありがとうございました。 
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講師： 

相澤 仁 

（共同代表／山梨県立大学・大分大学 特任教授） 

 

 

 
 

講師： 

赤塚 睦子 

（新松戸七丁目の家 代表、養育里親） 

 

 

 
 

講師： 

北川 聡子 

（社会福祉法人麦の子会 理事長、 

日本ファミリーホーム協議会 会長） 
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※基礎セッション①の配布資料はありません。 
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講師： 

堀 浄信 

（全国児童家庭支援センター協議会 事務局長、 

社会福祉法人光明童園 理事長） 

 

 

 
 

講師： 

武田 麻里 

（全国児童家庭支援センター協議会 事務局次長、 

和歌山児童家庭支援センターきずな センター長） 

 

 

 
 

講師： 

津田 克己 

（全国児童家庭支援センター協議会 研修部長、 

神戸真生塾子ども家庭支援センター スーパーバイザー） 
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